
鶴嶺東地区まちぢから協議会会議報告書 

部会名 地域福祉部会 会議名 第 3 回会議 

日付 2022/7/15 場所 鶴嶺東コミセン 記入者 平野 

＜主な内容＞ 

 

第 2 部  部会会議 

1.部会⾧より  

役員会で部会⾧に認知症サポーター養成講座についてはお伝えしている。 

2.認知症サポーター養成講座を地域に広めていくためには  

・まずは自治会役員向けに役員会の前に講座ができると良いと考えている。その後、会員向けに講座を数回 

に分けて行っていけると良い。 

・夏祭りを中止にする代わりに７５歳以上の方(200 名程度)にお弁当を配る予定にしており高齢者は多い。 

講座の開催が進めて行けるよう自治会の定例会では話をしてある。 

・認知症について知っておいてもらい早期発見につなげられると良い。家族が認知症と気づいていない場合 

もある。対応方法なども学ぶ機会になると良い。 

・回覧を上手く使って、講座の案内などができると良い。子ども世代に広く学んでもらえると良い。 

・土日に講座ができると子供世代が参加しやすいように思う。 

・自治会⾧レベルから講座開催の話を進めてもらえた方が良い。 

・チラシを作った方が色々なところで相談するにも話がしやすく、記録にも残るので進めやすくなる。 

・講座を開催する際には家族会に協力してもらったり、当事者から話が聞ける機会があっても良い。 

◎地域福祉部会で地域に関心をもってもらいやすいようなチラシを作成する。 

◎自治会連合会に作成したチラシを持って行き、協力の相談をする。 

 

 

              

＜次回の予定・内容＞ 

・協議会全体のテーマで子どもの見守りに関して各部会できることも考える必要がある。 

・チラシの原案を作成し次回、部会で検討できるようにする。 

・次回は９月になるので各団体で話し合ったことや取り組んだことを報告。 

＜その他＞ 

欠席者：木村氏、藤崎氏、鈴木氏 

(役員会での検討希望)     

・住所、電話番号が記載してある名簿を全員に配布する必要があるのか？ 

・全部会を毎月行う必要があるのか？部会の開催回数に合わせる必要があるのか？   

☞ 以下に報告願います 

森谷会⾧〒253‐0084 円蔵 1350 または 

内藤書記〒253‐0087 下町屋 2-8-47  


